
ガエターノ・ドニゼッティ（Gaetano Donizetti） 

19 世紀初頭から中期にかけて活躍したイタリアの作曲家で、多くのオペラを作曲しまし

た。彼の作品は、イタリア・オペラの伝統を踏襲しつつも、新たな要素を取り入れたことで

知られています。ドニゼッティのオペラは、感情豊かなメロディー、ドラマティックな展開、そ

してキャラクターの心理描写が特徴です。 

以下に、ドニゼッティの代表的なオペラについて詳しく説明します。 

1. 《ドン・パスクワーレ（Don Pasquale）》 

• 初演: 1843 年 

• 概要: このオペラは、ドニゼッティの喜劇的な作品で、年老いた貴族ドン・パスク

ワーレの再婚計画と、それを巡る騒動を描いています。軽快な音楽とユーモア

が特徴で、ロマンティック・コメディの典型例です。 

《ドン・パスクワーレ（Don Pasquale）》は、イタリアの作曲家ガエターノ・ドニゼッティ（Gaetano 

Donizetti）**によって作曲されたオペラ・ブッファ（喜劇オペラ）です。1843 年に初演され、

ドニゼッティのオペラの中でも特に人気のある作品です。物語は、年老いた貴族が結婚

に関する誤解と騒動に巻き込まれるコメディです。 

概要 

• 作曲者: ガエターノ・ドニゼッティ 

• 台本: ジャンバティスタ・ロマーニ（Giovanni Ruffini による改訂） 

• 初演: 1843 年 1 月 3 日、ローマのカンピドーリオ劇場 

• ジャンル: オペラ・ブッファ（喜劇オペラ） 

• 構成: 全 3 幕 

• 言語: イタリア語 

あらすじ 

第一幕 



1. ドン・パスクワーレの決定 

o 年老いた貴族ドン・パスクワーレは、未婚の状態に不安を感じ、若い妻

を迎えることを決意します。彼は、自分の遺産を確保するために、若い妻

と結婚することを考えています。 

2. 計画と策略 

o パスクワーレの甥であるエルネストは、パスクワーレの計画に反対し、秘

密裏に恋人ノリーナと結婚しようとしています。ノリーナとエルネストは、ド

ン・パスクワーレの結婚計画を阻止するための策略を立てます。 

第二幕 

1. 結婚の計画の実行 

o ノリーナは、変装してドン・パスクワーレに近づきます。彼女は、パスクワー

レの結婚に応じるふりをし、彼の信頼を得ます。ノリーナの振る舞いは、パ

スクワーレの計画を成功させるための一部として行われます。 

2. 誤解と混乱 

o ドン・パスクワーレは、ノリーナが彼の新しい妻として完璧であると信じ込み

ますが、彼の期待は裏切られます。ノリーナの振る舞いは、結婚生活の

厳しさや混乱を示すもので、パスクワーレは次第に困惑します。 

第三幕 

1. 真実の暴露と和解 

o 最終的に、エルネストとノリーナの正体が明らかになります。ドン・パスク

ワーレは、彼の計画が失敗したことを認識し、すべてが明らかになりま

す。物語の終わりには、すべての誤解が解決し、ドン・パスクワーレはエ

ルネストとノリーナの結婚を受け入れ、幸福な結末を迎えます。 

音楽の特徴 

• 序曲: 《ドン・パスクワーレ》の序曲は、オペラのコミカルな雰囲気を設定するもの

で、軽快でリズミカルな曲調です。ロッシーニ風の序曲で、オペラ全体の雰囲

気を作り出します。 



• アリアとアンサンブル: 

o ノリーナのアリア「So anch'io la virtù magica」: ノリーナがドン・パスクワーレ

に対して策略を巡らせる場面で歌うアリアです。技巧的なパートが含ま

れ、彼女のキャラクターを強調します。 

o エルネストのアリア「Com'è gentil」: エルネストの愛の感情を表現するアリ

アで、彼の真剣さと感情が伝わります。 

o 三重唱「Fra l'oscuro nembo」: 主要キャラクターたちが一堂に会し、物語

のクライマックスを形成する部分です。 

• オーケストレーション: ドニゼッティの音楽は、オーケストレーションが軽快で、物語

のコメディックな要素を引き立てる役割を果たします。楽器の使い方やリズムが、

シーンの雰囲気やキャラクターの感情を効果的に表現します。 

まとめ 

《ドン・パスクワーレ》は、ドニゼッティのオペラ・ブッファ（喜劇オペラ）の代表作で、年老い

た貴族の結婚計画を巡るコメディックな物語です。音楽的には、軽快でメロディックな要

素が豊富で、キャラクターの感情や物語の進行に合わせて様々な音楽的表現が使わ

れています。喜劇的な要素と感情豊かな音楽が、観客に楽しさと感動を提供します。 

 

2. 《ランメルモールのルチア（Lucia di Lammermoor）》 

• 初演: 1835 年 

• 概要: スコットランドの小説『ランメルモールのルチア』を基にしたこのオペラは、悲

劇的なラブストーリーです。主人公ルチアは、家族の圧力と愛する人との別れ

に苦しみ、最終的には精神的に崩壊します。オペラの中でも有名な「狂乱のア

リア」は、特に技巧的で感情的な高まりがあり、非常に印象的です。 

《ランメルモールのルチア（Lucia di Lammermoor）》**は、ガエターノ・ドニゼッティが作曲し

たオペラで、1835 年に初演されました。この作品は、ドニゼッティの代表作の一つで、特

にその悲劇的なストーリーと感情豊かな音楽で知られています。スコットランドの詩人ウォ

ルター・スコットの小説『ランメルモールのルチア』を基にした物語です。 



概要 

• 作曲者: ガエターノ・ドニゼッティ 

• 台本: サルヴァトーレ・カミッレリ（Salvatore Cammarano） 

• 初演: 1835 年 9 月 26 日、ミラノのスカラ座 

• ジャンル: オペラ・セリア（悲劇オペラ） 

• 構成: 全 3 幕 

• 言語: イタリア語 

あらすじ 

第一幕 

1. 家族の対立 

o スコットランドの貴族家族の争いが背景となります。ルチアは、家族の意

向に反して愛する人（エドガー）と結婚することを決意しますが、家族は

彼女の意志を無視し、別の婚約者（アリーザンドロ）を決めてしまいます。 

2. エドガーとの密会 

o ルチアはエドガーと密かに会い、二人の愛を確認します。しかし、家族の

圧力と約束により、彼女は婚約者を受け入れるしかありません。 

第二幕 

1. 婚約の強制 

o ルチアはアリーザンドロとの婚約を強いられますが、心の中ではエドガー

への愛が消えません。家族の命令に従うしかなく、心の葛藤が続きま

す。 

2. エドガーの手紙 

o エドガーはルチアからの手紙を受け取り、彼女の悲しみと苦しみを理解し

ます。二人の愛が再び強調されます。 

第三幕 

1. 狂乱のシーン 



o ルチアの結婚式の日、彼女は精神的に崩壊します。狂乱の中で、彼

女は結婚式の場で暴れ、アリーザンドロを殺してしまいます。このシーン

は、オペラの中でも最も感情的で有名な部分で、ルチアの「狂乱のアリ

ア」は非常に技巧的で感情的です。 

2. 悲劇的な結末 

o ルチアは、彼女の精神状態がさらに悪化し、最終的には亡くなります。

エドガーもまた悲しみの中で命を落とし、物語は悲劇的な結末を迎えま

す。 

音楽の特徴 

• 序曲: 《ランメルモールのルチア》の序曲は、オペラのドラマティックな雰囲気を

設定します。緊張感のある音楽が、物語の悲劇的な要素を引き立てます。 

• アリアとアンサンブル: 

o 「Regnava nel silenzio」: ルチアが歌うアリアで、彼女の内面的な葛藤と孤

独感が表現されています。 

o 「Il dolce suono」（「狂乱のアリア」）: ルチアの狂乱シーンでのアリアで、

技巧的かつ感情的なパートが含まれており、オペラの中でも最も印象的

な曲の一つです。 

o エドガーのアリア「Fra poco a me ricovero」: エドガーがルチアの悲しみを

理解し、彼女への愛を表現するアリアです。 

• オーケストレーション: ドニゼッティの音楽は、オーケストレーションが豊かで、ドラマ

ティックな展開が特徴です。特に感情的な場面では、オーケストラが物語の緊

張感や感情を強調します。 

まとめ 

《ランメルモールのルチア》は、ドニゼッティの悲劇的なオペラで、感情豊かな音楽とドラ

マティックなストーリーが特徴です。ルチアの狂乱シーンとその後の悲劇的な結末は、オ

ペラの中でも特に印象的で、多くの観客に深い感動を与えます。音楽的には、技巧的

で感情的なアリアが多く、オペラ全体の悲劇的な雰囲気を引き立てています。 

 



3. 《愛の妙薬（L'elisir d'amore）》 

• 初演: 1832 年 

• 概要: このオペラは、ロマンティック・コメディで、若い農夫ネモリーノが恋愛の妙

薬を使って愛を勝ち取ろうとする物語です。軽快で楽しい音楽が特徴で、特に

「Una furtiva lagrima」というアリアが有名です。 

 

《愛の妙薬（L'elisir d'amore）》**は、ガエターノ・ドニゼッティが作曲したオペラ・ブッファ

（喜劇オペラ）で、1832 年に初演されました。このオペラは、ロマンティックなコメディと音

楽的な魅力が融合した作品で、特に「Una furtiva lagrima（密かな涙）」というアリアが有

名です。 

概要 

• 作曲者: ガエターノ・ドニゼッティ 

• 台本: フェリーチェ・ロマーニ（Felice Romani） 

• 初演: 1832 年 5 月 12 日、ミラノのスカラ座 

• ジャンル: オペラ・ブッファ（喜劇オペラ） 

• 構成: 全 2 幕 

• 言語: イタリア語 

あらすじ 

第一幕 

1. 恋の悩み 

o 農夫ネモリーノは、村の美しい娘アディーナに恋をしていますが、彼女は

彼の気持ちに気づかず、他の男（ドゥルカマラ）と結婚しようとしていま

す。ネモリーノは、アディーナの心をつかむために「愛の妙薬（エリクサ

ー）」を買うことに決めます。 

2. エリクサーの販売 



o 村に現れた詐欺師ドゥルカマラは、愛の妙薬と称してただのワインを売り

つけます。ネモリーノはこれを信じ、アディーナの愛を得るためにこの薬を

飲むことを決心します。 

3. 効果の現れ 

o ネモリーノが妙薬を飲んでもすぐには効果が現れず、彼は落ち込みま

す。しかし、村の女たちは彼の振る舞いに興味を持ち始めます。 

第二幕 

1. 誤解と変化 

o アディーナはネモリーノの変化を見て、彼の行動に興味を持ち始めます。

彼の自信が彼女を惹きつけ、彼女は次第に彼のことを意識し始めます。 

2. 真実の発覚 

o ネモリーノが実際にはエリクサーの効果ではなく、自分自身の変化に気

づくと、彼の純粋な愛がアディーナに伝わります。彼の真剣な気持ちと

誠実さが、アディーナを感動させます。 

3. 幸福な結末 

o 最終的に、アディーナはネモリーノに対する気持ちを認め、二人は結婚

することになります。ドゥルカマラは失敗し、物語はハッピーエンドで締めくく

られます。 

音楽の特徴 

• 序曲: 《愛の妙薬》の序曲は、軽快で活気のあるもので、オペラの楽しい雰囲

気を予感させます。オーケストレーションが豊かで、物語のコメディックな要素を強

調しています。 

• アリアとアンサンブル: 

o 「Una furtiva lagrima」: ネモリーノが歌うアリアで、彼の内なる感情とアディ

ーナへの愛が表現されています。このアリアは、感情豊かで技巧的な

部分が特徴です。 

o 「Quanto è bella, quanto è cara」: ネモリーノのアリアで、彼のアディーナへ

の愛と賞賛が歌われています。 



o アディーナのアリア「Della crudele Iside」: アディーナが自分の感情を表現

するアリアです。 

• オーケストレーション: ドニゼッティの音楽は、オーケストレーションが軽快で、リズミ

カルな要素が多いです。音楽は、物語のコミカルな要素や感情の変化を反映

しています。 

まとめ 

《愛の妙薬》は、ドニゼッティのオペラ・ブッファ（喜劇オペラ）の代表作で、ロマンティック

なコメディと音楽的な魅力が融合した作品です。物語は、愛の薬を巡る騒動と、それを

通じて成長するキャラクターたちの姿を描いています。音楽的には、メロディックで技巧的

なアリアが多く、観客に楽しさと感動を提供します。 

 

4. 《ロベルト・デヴレイ（Roberto Devereux）》 

• 初演: 1837 年 

• 概要: イングランド女王エリザベス 1 世と彼女の愛人であるロベルト・デヴレイの

悲劇的な物語です。政治的な陰謀と個人的な感情が交錯し、悲劇的な結末

を迎えます。ドラマティックで感情的な音楽が特徴です。 

《ロベルト・デヴレイ（Roberto Devereux）》**は、ガエターノ・ドニゼッティが作曲したオペラ

で、1837 年に初演されました。このオペラは、イングランド女王エリザベス 1 世と彼女の

愛人であるロベルト・デヴレイの悲劇的な物語を描いています。ドニゼッティの作品の中で

もドラマティックで感情豊かな作品の一つです。 

概要 

• 作曲者: ガエターノ・ドニゼッティ 

• 台本: サルヴァトーレ・カミッレリ（Salvatore Cammarano） 

• 初演: 1837 年 10 月 29 日、ナポリのサンカルロ劇場 

• ジャンル: オペラ・セリア（悲劇オペラ） 

• 構成: 全 3 幕 



• 言語: イタリア語 

あらすじ 

第一幕 

1. エリザベスの不安 

o イングランド女王エリザベス 1 世は、彼女の愛人ロベルト・デヴレイが裏切

り者であるという疑念に苦しんでいます。彼女はデヴレイに対する愛と疑

念の間で揺れ動きます。 

2. ロベルトの疑惑 

o ロベルト・デヴレイは、女王の信任を失い、国家に対する陰謀の疑いをか

けられます。彼は無実を主張し、エリザベスに対する愛情を示そうとしま

すが、女王の信頼を回復するのは困難です。 

3. 別の愛人 

o エリザベスの側近であるアーニスは、女王の信頼を得るためにロベルトを

陥れようとする陰謀を巡らせています。アーニスの行動が物語をさらに複

雑にします。 

第二幕 

1. エリザベスの試練 

o エリザベスはロベルトに対して一連の試練を課し、彼の誠実さを試しま

す。ロベルトは苦しみながらも、女王への愛を証明しようとします。 

2. 陰謀の暴露 

o ロベルトの無実が明らかになり、女王の信頼が回復するかに見えます

が、エリザベスの側近たちの陰謀が露呈し、事態はますます複雑になり

ます。 

第三幕 

1. 悲劇的な結末 



o 最終的に、ロベルトは反逆者として処刑されることが決まります。エリザベ

スは彼の死を受け入れなければならず、悲劇的な結末を迎えます。彼の

死が、女王にとって深い悲しみと後悔をもたらします。 

音楽の特徴 

• 序曲: 《ロベルト・デヴレイ》の序曲は、オペラのドラマティックな雰囲気を設定し、

物語の緊張感を引き立てます。 

• アリアとアンサンブル: 

o 「Come uno spirto angelico」: エリザベスが歌うアリアで、彼女の内面的な

葛藤とロベルトに対する感情が表現されています。 

o 「Vivi, ingrato」: ロベルトのアリアで、彼の誠実な感情と無実を証明しよう

とする苦悩が歌われています。 

o 「Ah! per sempre io ti perdo」: エリザベスの感情的なアリアで、彼女のロ

ベルトに対する深い感情と悲しみが表現されています。 

• オーケストレーション: ドニゼッティの音楽は、オーケストレーションが豊かで、物語

の感情的な展開を引き立てます。音楽は、ドラマティックな場面とキャラクターの

感情を効果的に表現しています。 

まとめ 

《ロベルト・デヴレイ》は、ドニゼッティのオペラ・セリア（悲劇オペラ）の代表作で、エリザベ

ス 1 世とロベルト・デヴレイの悲劇的な物語を描いています。音楽的には、感情豊かでド

ラマティックなアリアが多く、物語の悲劇的な要素を強調しています。オペラ全体を通し

て、キャラクターの内面や物語の緊張感が深く表現されており、観客に強い感動を与え

ます。 

 

5. 《マリア・ストゥアルダ（Maria Stuarda）》 

• 初演: 1835 年 



• 概要: このオペラは、スコットランド女王マリア・スチュアートとイングランド女王エリ

ザベス 1 世の対立を描いた作品です。悲劇的な要素と強い感情表現が特徴

で、特に二人の女王の対決シーンが劇的です。 

《マリア・ストゥアルダ（Maria Stuarda）》**は、ガエターノ・ドニゼッティによって作曲されたオ

ペラで、1835 年に初演されました。このオペラは、スコットランドの女王マリア・ストゥアート

（メアリー・スチュアート）とイングランド女王エリザベス 1 世の歴史的対立を描いていま

す。 

概要 

• 作曲者: ガエターノ・ドニゼッティ 

• 台本: サルヴァトーレ・カミッレリ（Salvatore Cammarano） 

• 初演: 1835 年 12 月 30 日、ナポリのサンカルロ劇場 

• ジャンル: オペラ・セリア（悲劇オペラ） 

• 構成: 全 3 幕 

• 言語: イタリア語 

あらすじ 

第一幕 

1. マリアの牢獄 

o スコットランドの女王マリア・ストゥアートは、イングランド女王エリザベス 1

世によって投獄されています。彼女は不安と希望の中で、自分の無実

を証明し、自由を取り戻すことを願っています。 

2. エリザベスとの対立 

o マリアはエリザベスに対して、自分の権利と自由を求める手紙を書きま

す。エリザベスはマリアの手紙を受け取りますが、彼女の態度は冷たく、

マリアの運命をどうするか決定します。 

第二幕 

1. エリザベスとマリアの対面 



o エリザベスとマリアは対面し、二人の女王の対立が深まります。エリザベ

スはマリアに対して自分の地位と権力を誇示し、マリアの訴えを退けま

す。 

2. マリアの運命 

o マリアは、自分の未来に対する不安と絶望を感じます。彼女はエリザベ

スに対して自分の無実を証明しようとしますが、状況は悪化する一方で

す。 

第三幕 

1. 裁判と処刑 

o マリアの運命が決まり、彼女の裁判が行われます。最終的に、マリアは

反逆者として宣告され、処刑されることが決まります。彼女の最後の瞬

間は、非常に感情的で、彼女の無実と悲劇を強調します。 

2. 感情のクライマックス 

o 処刑の場面では、マリアの悲痛な叫びとエリザベスの内面的な葛藤が

描かれます。エリザベスはマリアの死を通じて、自分の選択に対する後

悔と深い感情を抱えます。 

音楽の特徴 

• 序曲: 《マリア・ストゥアルダ》の序曲は、オペラのドラマティックな雰囲気を設定

し、物語の緊張感を引き立てます。 

• アリアとアンサンブル: 

o 「O nube che lieve」: マリアが歌うアリアで、彼女の内面的な苦悩と希望

が表現されています。 

o 「Ah, mi perdi!」: マリアの感情的なアリアで、彼女の絶望と痛みが歌わ

れています。 

o エリザベスのアリア「La sola, la sola, la sola」: エリザベスの感情と内面的

な葛藤を表現するアリアです。 

• オーケストレーション: ドニゼッティの音楽は、オーケストレーションが豊かで、物語

の感情的な展開を引き立てます。音楽は、ドラマティックな場面とキャラクターの

感情を効果的に表現しています。 



まとめ 

《マリア・ストゥアルダ》は、ドニゼッティのオペラ・セリア（悲劇オペラ）の代表作で、歴史

的な対立と個人的な悲劇を描いた作品です。音楽的には、感情豊かでドラマティックな

アリアが多く、物語の悲劇的な要素を強調しています。オペラ全体を通して、キャラクタ

ーの内面や物語の緊張感が深く表現されており、観客に強い感動を与えます。 

4o mini 

 

6. 《ポリウート（Poliuto）》 

• 初演: 1848 年 

• 概要: このオペラは、キリスト教徒の迫害と信仰をテーマにしたドラマティックな作

品です。ロッシーニの《ウィリアム・テル》の影響を受けつつも、独自の音楽スタイ

ルを持っています。 

《マリア・ストゥアルダ（Maria Stuarda）》**は、ガエターノ・ドニゼッティによって作曲されたオ

ペラで、1835 年に初演されました。このオペラは、スコットランドの女王マリア・ストゥアート

（メアリー・スチュアート）とイングランド女王エリザベス 1 世の歴史的対立を描いていま

す。 

概要 

• 作曲者: ガエターノ・ドニゼッティ 

• 台本: サルヴァトーレ・カミッレリ（Salvatore Cammarano） 

• 初演: 1835 年 12 月 30 日、ナポリのサンカルロ劇場 

• ジャンル: オペラ・セリア（悲劇オペラ） 

• 構成: 全 3 幕 

• 言語: イタリア語 

あらすじ 



第一幕 

1. マリアの牢獄 

o スコットランドの女王マリア・ストゥアートは、イングランド女王エリザベス 1

世によって投獄されています。彼女は不安と希望の中で、自分の無実

を証明し、自由を取り戻すことを願っています。 

2. エリザベスとの対立 

o マリアはエリザベスに対して、自分の権利と自由を求める手紙を書きま

す。エリザベスはマリアの手紙を受け取りますが、彼女の態度は冷たく、

マリアの運命をどうするか決定します。 

第二幕 

1. エリザベスとマリアの対面 

o エリザベスとマリアは対面し、二人の女王の対立が深まります。エリザベ

スはマリアに対して自分の地位と権力を誇示し、マリアの訴えを退けま

す。 

2. マリアの運命 

o マリアは、自分の未来に対する不安と絶望を感じます。彼女はエリザベ

スに対して自分の無実を証明しようとしますが、状況は悪化する一方で

す。 

第三幕 

1. 裁判と処刑 

o マリアの運命が決まり、彼女の裁判が行われます。最終的に、マリアは

反逆者として宣告され、処刑されることが決まります。彼女の最後の瞬

間は、非常に感情的で、彼女の無実と悲劇を強調します。 

2. 感情のクライマックス 

o 処刑の場面では、マリアの悲痛な叫びとエリザベスの内面的な葛藤が

描かれます。エリザベスはマリアの死を通じて、自分の選択に対する後

悔と深い感情を抱えます。 



音楽の特徴 

• 序曲: 《マリア・ストゥアルダ》の序曲は、オペラのドラマティックな雰囲気を設定

し、物語の緊張感を引き立てます。 

• アリアとアンサンブル: 

o 「O nube che lieve」: マリアが歌うアリアで、彼女の内面的な苦悩と希望

が表現されています。 

o 「Ah, mi perdi!」: マリアの感情的なアリアで、彼女の絶望と痛みが歌わ

れています。 

o エリザベスのアリア「La sola, la sola, la sola」: エリザベスの感情と内面的

な葛藤を表現するアリアです。 

• オーケストレーション: ドニゼッティの音楽は、オーケストレーションが豊かで、物語

の感情的な展開を引き立てます。音楽は、ドラマティックな場面とキャラクターの

感情を効果的に表現しています。 

まとめ 

《マリア・ストゥアルダ》は、ドニゼッティのオペラ・セリア（悲劇オペラ）の代表作で、歴史

的な対立と個人的な悲劇を描いた作品です。音楽的には、感情豊かでドラマティックな

アリアが多く、物語の悲劇的な要素を強調しています。オペラ全体を通して、キャラクタ

ーの内面や物語の緊張感が深く表現されており、観客に強い感動を与えます。 

 

7. 《サンドリオット（Sandro il Magnifico）》 

• 初演: 1835 年 

• 概要: このオペラは、ドニゼッティがあまり知られていない作品で、時代背景とキ

ャラクターの描写が特徴です。多くの歴史的な要素が取り入れられています。 

音楽スタイルと特徴 

• メロディー: ドニゼッティの音楽は、メロディックで感情豊かです。特にアリアや二

重唱は、キャラクターの感情を深く表現します。 



• ドラマティックな展開: 彼のオペラは、感情的な高まりやドラマティックな瞬間が豊

富で、物語の緊張感を引き立てます。 

• 技術的な要求: ドニゼッティのオペラは、歌手に高い技巧を要求することが多

く、特にアリアやレチタティーヴォの部分ではその技術が際立っています。 

《サンドリオット（Sandonio）》**は、ガエターノ・ドニゼッティによって作曲されたオペラで、

1827 年に初演されました。このオペラは、当時のドニゼッティの初期の作品の一つで、

彼の音楽キャリアの初期における重要な作品です。 

概要 

• 作曲者: ガエターノ・ドニゼッティ 

• 台本: カルロ・カンバリ（Carlo Cambiasi） 

• 初演: 1827 年 3 月 14 日、ナポリ 

• ジャンル: オペラ・セリア（悲劇オペラ） 

• 構成: 全 2 幕 

• 言語: イタリア語 

あらすじ 

第一幕 

1. サンドリオットの登場 

o サンドリオットは、ローマ時代の英雄であり、彼の家族や仲間たちと共

に、強い信念と忠誠心を持って生きています。彼の登場によって、物語

の主題である英雄的な行動と人間ドラマが展開されます。 

2. 愛と誤解 

o サンドリオットは、愛する女性と共に困難な状況に直面します。彼の愛と

信念が物語の中心となり、彼の行動や決断が物語の進行に大きな影

響を与えます。 

第二幕 

1. 敵との対立 



o サンドリオットは、敵との激しい戦いに直面します。彼の忠誠心と勇敢さ

が試される中で、彼の愛や信念が試練に直面します。 

2. 悲劇的な結末 

o 最終的に、サンドリオットの運命が決まり、彼の英雄的な行動が物語を

結びます。彼の愛と信念が物語の終焉を迎え、感情的なクライマックス

が展開されます。 

音楽の特徴 

• 序曲: 《サンドリオット》の序曲は、オペラのドラマティックな雰囲気を設定し、物語

の緊張感と感情的な要素を引き立てます。 

• アリアとアンサンブル: 

o アリア: サンドリオットが歌うアリアでは、彼の内面的な葛藤や信念が表

現されます。 

o デュエット: サンドリオットと彼の愛人のデュエットでは、彼らの愛と感情が

強調されます。 

• オーケストレーション: ドニゼッティの音楽は、オーケストレーションが豊かで、物語

の感情的な展開を引き立てます。音楽は、ドラマティックな場面とキャラクターの

感情を効果的に表現しています。 

まとめ 

《サンドリオット》は、ドニゼッティの初期のオペラ作品で、英雄的な行動と個人的なドラマ

を描いた物語です。音楽的には、感情豊かでドラマティックなアリアやアンサンブルが特

徴で、物語の悲劇的な要素を強調しています。オペラ全体を通して、キャラクターの内

面や物語の緊張感が深く表現されており、観客に強い感動を与えます。 

この作品は、ドニゼッティのキャリアの初期における重要な作品の一つであり、彼の音楽

的スタイルとドラマティックな才能を示しています。 

 

まとめ 



ドニゼッティのオペラは、ロマンティック・オペラの中で非常に重要な位置を占めており、彼

の作品は喜劇と悲劇の両方で多くの観客に愛されています。彼の音楽は感情豊かで、

複雑なキャラクターの心理描写と緊張感のあるドラマが特徴です。 
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